
 

数学科学習指導案 

 

指導者  天野 秀樹 

 

日 時  平成 26 年 11 月 22 日（土） 第１校時（10：00～10：50） 

年 組  中学校第１学年１組 40 名（男子 18 名，女子 22 名） 

場 所  中学校第１学年１組教室 

単 元  関係式（事象の中の数量を変数として捉える）－１次方程式の導入－ 

単元について 

 「ある事象における数量の値を知りたい」と思う場面に，誰もが出会ってきたことだろう。このようなわ

れわれの知的欲求を解決するための１つの教材が方程式である。方程式の起源については，その発生を暗示

させる問題が，４世紀におけるディオフォントスの問題にあった。そして，９世紀におけるアル＝フワリズ

ミの書物「代数」には明確に記されている。このように方程式は，1000 年以上も前から使用されてきた文化

的価値を有する式である。方程式の学習については，小学校中学年から，数量の関係を□や△を用いて式に

表してきている。その□や△の数量の値は，主に逆思考で解決する経験を積んでおり，事象における未知数

を求める感覚を広げてきている。中学校第１学年で導入する１次方程式では，一度立式をすれば一様な手順

に従って順思考で解決できるため，これまでの未知数を求める感覚をさらに広げることができる。学習の系

統を鑑みるとき１次方程式は，文字を扱うことに関して比例や反比例といった関数の学習につなげられる。

関数の学習は，身のまわりの事象における二つの数量を変量として捉えることを基本とする。したがって，

１次方程式の学習においては，文字を未知数として捉えることに加えて，変数としても捉えることによって

関数の学習にスムースにつなげることができる。そこで本時では，生徒が考えたロッカーのデザインを題材

に取りあげる。この題材は，



指導目標 

１．事象の中にある数量を変数として捉えさせるとともに，数量の関係を不等式や等式に表すことが 

できるようにする。 

２．事象の中にある数量を変数として捉えさせるとともに，数量の関係を１次方程式に表すことが 

できるようにする。 

 

指導計画 

１．数量の関係を表した式 －不等式と等式（恒等式，方程式）－ ……………………２時間 

 ２．１次方程式  ………………………………………………………………………………１時間（本時） 

 

本時の目標 

ロッカーのデザインをもとに具体的場面を想像することを通して，事象の中にある数量を変数として捉え， 

数量の関係を表した１次方程式の解について理解することができる。 

 

「学びのつながり」の視点 

Ⅰ期における算数の学習から，変化のようすに着目して考え，表現できるように取り組んでいる。このこ

とをふまえてⅡ期における算数・数学の学習では，変化のようすや対応のようすに着目して考え，表現でき

るようにする。そのために，比例や反比例といった関数の学習の前段階において，文字を変数として捉える

経験をさせる。これらのことを通して，Ⅲ期における数学の学習において，活用のしかたに着目して考え，

表現する素地を培う。 

 

学習の展開 

学 習 活 動 と 内 容 指導上の留意点（◆評価） 

□自分が制作したデザインを交流する。 ○収納する物と寸法を交流させる。 

□取りあげる題材を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アクティブボードを使用する。 

○プリントを配付する。 

○模型で示して，題材を全員におさえる。 

○mm までは目を向けず，cm 単位で 

デザインを企画することを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ O さんのデザイン ～ 
 

 

 



 

【発問】「タテに何段積んだらよいか」 

□タテに積んだらよい段数を交流する。 

 

【発問】「ヨコに何組並べられますか」 

□ヨコに並べられる組数を予想する。 

□ヨコに並べられる組数を交流する。 

□ヨコに並べられる組数を発表する。 

 

 

○具体的場面で考えるように呼びかける。 

○具体的数値で積める段数を確認する。 

 

○具体的場面で考えるように呼びかける。 

○挙手により予想させる。 

○周りの生徒と素朴な予想を交流させる。 

○指名により発表させる。 

 


